
斜 里海岸 の土壌 中におけるダニ類 、及 び

砂 丘 ・砂浜の植物 群落 について

北海道斜里高等学校生物部

は じ め に

生 物 部 で は1975年 か ら1978年 に か け て斜 里 地 方

に お け る地 表性 甲 虫 の生 態 と分 布 につ い て調 査 し

た 。1979frと1980年 は カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダ マ シの

室 内 飼 育 観 察 を通 じて 、概 日周 期(サ ー カ デ ィア

ン ・リズ ム)と 食 性 につ い て 研 究 した(斜 里 高 校

生 物 部 、1981)。1981年 は斜 里 海 岸 に お け る地 表 性

甲 虫 と植 生 との 関連 につ い て 調 べ た。 この 結 果 、

地 表 性 甲 虫 の海 浜 か ら内 陸 に か け て の 種 に よ る

ミす み わ け
ぐが み られた 。 さ ら に、 同 年 に砂 丘 ・砂

浜 植 物 の 群 落 調 査 を同 時 に 行 な っ た と こ ろ、 汀 線

か ら内 陸 に向 か っ て 明 瞭 な植 生 帯 をつ く って い る

こ と も わ か っ た(斜 里 高 校 生 物 部 、1982)。 こ う し

て 長 年 の テ ーマ で あ る地 表 性 甲 虫 につ い て は 充 分

な成 果 を あ げ る こ とが で きた。

1982年 は 同 じ斜 里 海 岸 を フ ィー ル ドに 、 最 近注

目 され て い る土 壌 動 物 、 特 に ダニ 類 を テ ー マ と し

た。 我 々 が 「ダ ニ」 とい う言 葉 か ら受 け る印 象 は 、

他 の動 物 に寄 生 し吸 血 す る い や な 虫 と い っ た所 だ

が 、土 の 中 に い る ダ ニ とは ど ん な ダニ なの か 、 ま

た 今回 は波 や 風 に よ る砂 の 移 動 の激 しい砂 丘 で の

土 壌 ダニ の調 査 と い うこ とで 数 々 の興 味 を持 ち、

各 種 土 壌 ダニ類 の 季 節 的 消 長 、 生 息 土 壌 の 団 粒 構

成 と有 機 物 量 、 さ ら に植 生 と ダ ニ類 の 分 布 と の関

連 等 を知 る こ と を 目的 と して 調 査 研 究 を行 っ た。

さ らに昨 年 に引 き続 き、 砂 丘 ・砂 浜 植 物 の 群 落

調 査 を行 な い 、 同 一 コ ドラー ト内 を季 節 別 に3回

被 度 を測 定 して群 落 の 優 占種 、 季 節 周 期 、 生 活 型 、

生 育 型 につ い て調 べ た 。

研究課題1斜 里海岸の土壌中におけるダニ類

1.調 査 方 法

A調 査 地

調 査 地 は北 海 道 斜 里 郡 斜 里 町 に あ る以 久科 原 生

花 園 で 、北 緯43.9'、 東 経!44.9'に 位 置 す る。ここ

は オホ ー ツ ク海 に向 っ て2列 の 海 岸 段 一丘 と な っ て お

り、 第1段 丘 が海 岸 草 原 、 第2段 .丘が ミズ ナ ラ を主

とす る海 岸 林 を形 成 して い る。

B.調 査 日

調 査 日 は表1に 示 した

と う りで あ る。1982年5

月 か ら12月 に か け て、 月

1回 を]安 と して 計7回

の 調 査 を行 な っ た 。11月

は修 学 旅 行 の た め 調査 で

きな か った 。 な お 予備 調

査 と して4月 下 旬 に学 校

周 辺 、5月 上 旬 に学 校 に

近 い海 岸 、5月 中 旬 に本

調 査 地 で土 壌 採 取 を行 な

い 、 ダニ類 の 抽 出 と標 本

表1.調 査 日

圭壌採取日

第1回 5月2411

第2回 6月24日

第3回 7月21LI

第4回 8月16LI

第5回 9月29日

第6回 10月21LI

第7回 12月1!日

作 成 、 同 定 に至 る テ クニ ッ ク を学 ん だ 。

C.調 査 地 点 と土 壌 採 取

調査 地 点 を設 定 す るに あた っ て は 、 昨 年 の植 生

調:査で 知 り得 た 植 物 群 落 を 目安 に 、海 側 よ りA～

Fの6地 点 を選 び1m四 方 の 調 査 わ く を設 け た。

土 壌 採 取 は 先 に設 定 したA～F地 点 の 調 査 わ く

内 の地 表 部 の 乾 い た 落 葉 、落 枝 等 を取 り除 き、鉄 製

の打 ち抜 き缶(縦4cm× 横5cm× 高 さ5cm)を 地

面 に 垂 直 に な る よ うに打 ち こみ 、根 掘 りで 缶 を掘

り取 り、 余 分 な土 は カ ッ ター で 落 し体 積 を ち ょ う

ど100c㎡ に した 。 各地 点 ご と に200c㎡ の土 壌 を採

取 し、 ポ リ袋 に 入 れ 袋 の 口 を密 閉 して そ の 日の う

ち に持 ち帰 っ た 。 同 時 に各 地 点 ご と に地 温 、 気 温

を測 定 した 。

D.ダ ニ 類 の 採 集 と標 本 作 成

ダニ類 を土 壌 中 よ り分 離 抽 出 す る方 法 はTull-

gren装 置 に よ っ た(図2)。 上 方 か ら電 球 で土 壌 に

温 熱 を加 えて 乾 燥 させ る と、 土 壌 や 落 葉 中 の 動物

は 熱 と乾 燥 を き らっ て下 方 へ 移 動 し、 や が て 金網

の 目 を通 過 して 下 に あ る シ ャー レ内 に落 下 す る。
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図1.調 査 地 点

シ ャー レ内 に は70%エ チ ル ア ル コ ー ル に小 量

の グ リセ リ ン を加 えた もの を入 れ、 土 壌 動 物

を うけ た 。 今 回 使 用 したTullgren装 置 は 、 青

木(1973)を も とに私 た ちが 研 究 に合 うよ う

に工 夫 し、 製 作 した もの で 、6個 の サ ン プ ル

を同 時 に抽 出 で き る もの で あ る。 持 ち帰 った

土 壌 は指 で か る くほ ぐ し、た だ ちにTullgren

装 置 に か け、 中段(土 壌 と電 球 の 間 は約10cm)

に お い て40W電 球 に より24～36時 間 照 射 した。

装 置 の 金網 はlmmの メ ッシ ュ なの で 、 砂 の 落

下 を防 ぐた め 細 か く ち ぎっ た紙 を敷 い た 。 シ

ャ ー レ内 に抽 出 され た ダ ニ類 は 解 剖 顕 微 鏡 と

実 体 顕 微 鏡 の も とで 、 細 筆 や柄 付針 を用 い て

1頭1頭 す くい封 入標 本 と した 。 プ レパ ラー

トは 、1個 体 につ き1枚 作 製 した も の も あ る

が大 部 分 は5～50個 体 を1枚 の プ レパ ラー ト

に封 入 す る集 合 プ レパ ラ ー トと した。 封 入 液

は,志賀 昆 虫 普 及 社 の ネ オ シ ガ ラー ル を用 い た 。
〔単 位:mm}

図2.Tullgren装 置 (単 位:mm)
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E.同 定

ダ ニ類 の 同 定 は 、 ダニ 類:佐 々学 編 、 ダ ニ学 の

進 歩:佐 々学 ・青 木 淳 一 、 土 壌 動 物 学:青 木 淳一 、

日本 産 隠 気 門 類 の 主 要 科:鈴 木 恵 一 、 日本 ダニ 類

図 鑑:江 原 昭 三 編 、 日本 生 物 地 理 学 会 会 報Vol.

30,No.1・Vo1.33,No.2、ACTAARCTICA:

MARIEHAMMER。THEORlBATIDGENERA

OFTHEWORLD:J.BAROGH,な どの 図 書
へ

を使用した。隠気門類 についてはで きるかぎり種

レベルを目標に同定 を行なったが、他のものにつ

いては亜目にとどめた。

F.土 壌団粒構成 と有機物量

各地点の環境 をよりくわしく知 るために土壌団

粒構成と有機物量の調査 を行なった。有機物量:の

測定は、大 きなコーヒー瓶%程 度の土 を採取 し、

目の大 きなふ るいで枯枝などを取 り除 き重 さを計

る⑧。コーヒー瓶中で水洗 いを2回 行ない、有機

物 を土壌から除 き、フライパ ンで乾燥 させ再度重

さを計 る⑧。そして(⑧ 一⑧)÷ ⑧ ×100に より

得 られた数値(%)を 有機物量 とした。団粒構成

は有機物量の調査において有機物 を取 り除 き、乾

燥 させた土壌 をそのまま用い、土質分類用の5種

類のふるいにかけ、それぞれ得られた重 さを総重

量で割 り団粒構i成を求めた。

表2.各 調査地点の植生

調査地点 植 生

A地 点 ハ マ ニ ンニ クー エゾノコウボ ウム ギ群 落

B地 点 ハ マ ナ ス ー キバナノカワラマ ツバ群落

C地 点 ヒ メ イ ズ イー ナ ワ シ ロ イ チ ゴ 群 落

D地 点 ワ ラ ビー ナ ガ パ グ サ 群 落

E地 点 エ ゾ イ タ ヤ ー マ イ ヅ ル ソ ウ 群 落

F地 点 ミ ズ ナ ラー ク マ イ ザ サ 群 落

2.調 査 結 果 と考 察

土壌 採取 を行 な ったA～F調 査 地 点 の植 生 にっ

い て は 、後 述 す るペ ンフ ァ ウ ン ド ・ハ ワー ド法 の

被 度 に よ っ て群 落優 占種 を求 め た。 この 結 果 は表

2に 示 す 通 りで あ る。

土 壌 団 粒 構 成 の 調 査 結 果 は 表3に 示 す 通 りで あ

る。A～D地 点 は 砂 地 で あ り、 団粒 構 成 の 結 果 で

も0.25～0.5mmの 粒 子・が90%を 占 めて い る。E地 点

の団 粒 構 成 は 他 の 地 点 と比 べ き わめ て変 化 に富 む 。

こ こ は小 道 をつ く る時 に敷 い た 火 山 灰 土 が 含 まれ

て い る こ と か ら自然 の 土壌 状 態 と は い えな い 。 海

岸 林 内 のF地 点 に は腐 葉 土 が堆 積 して い た 。 そ し

て 有機 物 量 の 調 査 結 果 を示 した の が表3で 、 こ れ

に よ る と、 海 側 のA、B地 点 は か な り少 な く、 そ

れ 以 降 は内 陸 に入 る に従 っ て 増 加 して い る。 特 に

ソデ 群 落 のE地 点 及 び海 岸 林 内 のF地 点 に お い て

は40%前 後 を 占め て い る。

Tullgren装 置 に よ っ て抽 出 さ れ た土 壌 動 物 は 、

節 足 動 物 門 ・昆 虫 綱 ・ トビ ム シ 目 と蛛 形 綱 ・ダニ

表3.土 壌団粒構成(%)と 有機物量(%)

地点、

粒子(mm)
A地点 B地 点 C地点 D地 点 E地 点 F地 点

2.0以 上
一 一 一 一 3.9 一

1.0～2.0
一 一 一 一 6.7 一

0.5～1.0
一 一 0.1 0.6 10.4 5.1

0.25～0.5 92.4 90.6 92.3 93.3 68.0 85.9

0.25未 満 7.6 9.4 7.6 6.1 11.1 8.4

有機物量 4.1 3.0 7.9 24.5 42.4 37.8

図3.ダ ニ 類 と トビム シ類 の 地 点 別 分 布
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図4.ダ ニ類 と トビ ム シ類 の 季 節 的 消 長

目 の うち前 気 門 亜 目(ケ ダ ニ 類)、中 気 門.亜目(ヤ

ドリ ダニ 類)、無 気 門 亜 目(コ ナ ダニ 類)、隠 気 門 .亜

目(サ サ ラ ダニ 類)の4亜]が 採 集 され た。 カニ

ム シ 目 、 ア ザ ミウマ 目等 他 の 土 壌 動 物 も数 種 採 集

され た が 、採 集 個 体 数 が 少 な い の で 調 査 対 象 か ら

除 い た 。

各 調査 地 点 で採 集 さ れ た トビ ム シ 目 と ダ ニ 目の

調 査 地 点 別 の 分 布 と調査 期 間 中 の 季 節 的 消 長 は 、

図3、 図4に 示 す 通 りで あ る。

A.ト ビム シ類

トビム シ類 はA地 点 か らF地 点 に わ た り、平 均

して分 布 して いた 。 こ の こ と か ら トビ ム シは 、 砂

丘 か ら ミズ ナ ラ を主 と す る海 岸 林 まで 、 広 い範 囲

に適 応 して い る もの と思 わ れ る。 また 、 季 節 的 消

長 を見 る と5月 か ら10月 に か け て は ほ ぼ 一 定 で あ

り、 冬期 の12月 に は約7倍 に急 増 した 。 須 摩 ・大

西(1975)に よ る釧 路 湿 原 で の 調査 で は 、 トビ ム

シ全体 につ い て11月 に は 下 層 へ の 移 動 が お こ っ て

い る。 この こ と につ い て 「11月 に入 る と雨量 の減

少 と気 温 の低 下 に よ り、 下 層 へ の 移 動 と な っ た と

考 え られ 、以 後 冬 期 間 は 下 層 で生 息 す る割 合 が一

層 増 大 す る もの と推 察 され る。」と あ るが 、当調 査

の12月 の 土 壌 採 取 で は 第1層(地 表 よ り0～5cm .)

だ け で な く、 第2層(同5～10cm)も 同 時 に調 査

した が 、 トビ ム シ類 は 第1層218個 体 、 第2層27

個 体 と第2層 の 占 め る割 合 は 、11.0%で し か な か

っ た。

B.ダ ニ 類

ケ ダニ 類 で は 、 コ ハ リ ダ ニ科 な どの 微 小 な もの

が 多 く採 集 さ れ 、A～F地 点 に か け て ほ ぼ平 均 に

分 布 して い た 。 特 に海 岸 草 原 のC・D地 点 と海 岸

林 のF地 点 に 多 く、E地 点 は 少 な か った 。 季 節 的

消 長 で は5月 か ら8月 に か け て 少 な く、9月 に約

20倍 と い う急 増 がみ られ た 。採.集 され た ヤ ドリ ダ

ニ類 の 多 くは ヤ ド リダ ニ 団 の もの で 、 イ トダニ 団

の も の は 少 な か っ た 。 こ の ダニ の 多 くは 捕 食性 ダ

ニ と い われ 、 トビ ム シや 小 昆 虫 な ど を餌 と して い

る。A～F地 点 の 両 者 の 関 係 を見 て み る と被 食者

の トビム シ が 、捕 食 者 の ヤ ドリ ダニ 類 よ り も常 に

個 体 数 が 多 く、 分 布 も似 た 頃 向 を示 して い た 。 コ

ナ ダニ 類 の季 節 的 消 長 は5～8月 に か け て は ほ と

ん どみ られ な く、9月 か ら急 に出 現 し、12月 に 多

数 採 集 され た 。 この 季 節 的 消 長 が何 を意 味 す るの

か は 不 明 で あ るが 、 採 一集 され た コ ナ ダニ 類 の ほ と

ん どが ヒポ プ ス(移 動 若 虫)で あ り、環 境 の 悪 化

に耐 え る適 応 型 と い え、 こ れ らはrJ器 が な く餌 を

必 要 と し な い で半 年 以 上 生 き る こ と が で き、 乾 燥

に も強 く吸 盤 に よ り他 の 動 物 に付 着 して 移 動 す る

と い わ れ て い る。

C.サ サ ラ ダニ 類 に み られ る分 布 の特 徴

サ サ ラ ダニ 類 はA～F地 点 に か け て 全 体 に 分 布

し個 体 数 は 多い 。 特 にC地 点 に明 瞭 な ピー クが み

られ た 。 こ の こ と につ い て植 生 や 地 温 、 土 壌 の 有

機 物 量 、 団 粒 構 成 との 関 連 は み ら れ な か った 。 季

節 的 消 長 は 他 の ダニ と同 じよ う に5～9月 ま で は

大 きな変 動 は な く10～12月 に か け て 急 に増 加 した。

10、目 と12月 の 採 集 個 体 数 の 平 均 は5～9月 の平 均

の約11倍 と な っ た。 サ サ ラ ダニ 類 の季 節 的 消 長 は

早 春 と晩 秋 初 冬 に山 が そ れ ぞれ あ る(Fujikawa ,

1970)と い わ れ て い る が 、 我 々は5月 か ら調 査 を

始 め た の で早 春 の ピ ー クの 有無 は 不 明 で あ る。9

月10月 の 晩 秋 初 冬 の 増 加 は み られ た が 、 さ らに冬

期(12月)の 個 体 数 は 増 加 し、 山 の ピ ー ク が何 月

に な っ た の か 不 明 で'ある。

各 地 点 ご との サ サ ラ ダニ 類 の 採.集個 体 数 と土 壌

中 の 有 機 物 量:との 関 係 につ い て示 した の が図5で

あ る。 サ サ ラ ダニ の 密 度 と有機 物 量 とは 関 係 が あ

る の で'はな い か との 仮 説 を立 て た が 、結 果 は 全 く

関 係 は つ か め な か っ た。

今 回 の 調 査 で採 集 さ れ た サ サ ラ ダ ニ類 の リス ト

は 表4の 通 りで あ る。 不 明 種 は約100個 体20種 あ
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表4.採 集 さ れ たサ サ ラ ダ ニ 類 の リス ト

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

n

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

4!

口禾 名

ヤ マ ト イ レ コ ダ ニ

ヒ メ ヘ ソ イ レ コ ダ ニ

ウ ス ギ ヌ ダ ニ

ヒ ワ ダ ニ モ ド キ

カザ リヒ ワ ダニ 科 の 一 種

ダ ルマ ヒ ワ ダニ 科 の 数 種

ハ ナ ビ ラ オ ニ ダ ニ

ヘ ラ ゲ オ ニ ダ ニ

ヤ マ ト モ ン ツ キ ダ ニ

モ ン ツ キ ダ ニ

ッ ノ ジ ュ ズ ダ ニ科 の … 種

ヨ

ヤ

ツ

ザ

ク

ナ

ト

タ

ヨ

ツ

オ

ナ

マ

マ

ホ

ヒ

ウ キ

モ

ス

ブ ー・種

オ ニ

ギ ナ ニ

ド 科 の 一 種

ブ カ 科 の 一一種

ソ コ イ タ ダ ニ

メ ホ ソ コ イ タ ダ ニ

コ イ タ ダ ニ

ン ボ ウ オ トヒ メ ダ ニ

バ ビ ロ オ トヒ メ ダ ニ

キ バ ネ ダ ニ
ミ ヘ ヘ

ウ ジ ョウ コバ 不 タニ

ピ コ バ ネ ダ ニ

バ ネ ダ ニ 科 の 一 種

ビ ス ダ ニ

ン マ ダ ニ

ン ネ コ ダ ニ

ン マ ダ ニ 科 の 一 種

メ ン ダ ニ

ニ科 の 一 種

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

種

ニ

ニ

種

種

い

　

滋

訊
影

鷲

ク

ー

-

タ

ガ

ッ

抽

ウ

ジ

仁

マ

㌶

砂

ツ

リ

ヤ

ラ

ワ

ミ

7

モ

ス

ブ

オ

ギ

ド

グ

サ カ モ リ

コ

ノ、

オ オ ナ ガ コ ソ デ タ

マ

キ ュ

チ

コ

エ

工

不

工

カ

ケ タ カ ム リ ダ

学 名

P配 んどγαcα γ窃sノ αpoη どcπsAoki

Rん)ノ50Zγ どπα αγ(Z撹αKoch

GeんlyPocん 諺んoη ど賜5γ んα(1αηzαη置賜5Jacot

HlyPocんZんoη ∫e〃 α1mぎ η視 ど55乙mαBerlese

Cosmochthoniidaesp.

Brachychthoniidaesp-p

lVoZん γz656どd1∫ α施5Koch

Noε んγ窃33ごZγ θsεγ∫5Nicolet

Tγ んツpocん εんoη 如sノ αρoη どc撹3Aoki

Tγ んlylρocんZんoη 如5Zedoγ πηzBerlese

Damaeidaesp.

Fo55eγ αm㍑5(Z窃 αdγ ゆeγ π 伽5Grandjean

Lど αcα 撒3αc厩 ど(1cη5Aoki

.Lどαcα γπsoγZんogoπ どosAoki

Xeη π ん5ε θ9θocγ αη秘3Hermann

Tedocepん θ賜sγ ε1α 伽sMichael

OPμe〃 α ηoッ αOudemans

Opμ αZoん ッocη5おAoki

ル1初Z琵OpP∫ α6γe㌘ ゆ(～cε ∫ηαεαSuzuki

Q窃 αdγopμ αq窃 αdγ ∫cαγどηαεαMichael

Qppiidaesp.

A〃03賜do6eZbα9γ αη(∫ど8Paoli

S秘cZo6θZゐc〃 α ηα9加 αZαAoki

Suctobelbidaesp.

Oripodidaesp.

1ηcα わαZeslmα ブoγAoki

1ηcα δαZe5α η9賜s施5Hammer

Oγ ∫わαz～z1α5α んαmoγ πAoki

ScんeZoγ ∫6αZesZα 孟ゆe5Koch

ScんeZoγ どわαZesZα θッぎ9αZ窃5Koch

PγoZoγ め αZθsZoPんoZγ ∫cん賜3Berlese

Cん αηLO6αZe51川sぎ 〃π3Berlese

Ceγ αZo2eZe〃 α ぎlmpeγ αZoγ ∫αAoki

Dど αμeγoわ αεc3P窃3♂ 〃z63Aoki

Ceratozetidaesp.

びη9痂2eεescZα γα施5Aoki

E叩elopsαcγ07η ∫03Hermann

PeZop伽 臨sα7ηeγ どcαηπ3Ewing

Pelopidaesp.

Lθ μ ♂02θZe5面3ん 認oγ25どBaloghetMahunka

Tegoribatidaesp.
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ま り を記録 した が 、 集 計 か ら は除 い た 。 不 明 種 の

う ち主 な もの4種 につ い て は 図1!～14に ス ケ ッチ

をの せ て お い た。

採 集 され た サ サ ラ ダ ニ類 の 種 毎 に よ る地 点 別 分

布 を示 した の が 表5で あ る。 こ れ らの 分 布 に は い

くつ かの 特 徴 が み ら れ た の で6群 に 分 類 を試 み た。

エ ンマ ダ ニ科 の1種 は強 い 海 浜 性 を示 した の で1

群 と し、 ツ ブ ダニ科 の1種 は 海 浜 か ら内 陸 ま で非

常 に広 い適 応 をみ せ た の でH群 と した 。 キ ュ ウ ジ

ョウ コバ ネ ダニ や コ ンボ ウ オ トヒ メ ダニ に み られ

る よ うに 、A地 点 の 砂 浜 を除 い て や や 広 い分 布 を

示 す も の を 皿群 と し、 ハ ナ ビ ラ オ ニ ダニ とヘ ラ ゲ

オ ニ ダ ニ 、 モ ン ツキ ダニ とヤ マ トモ ン ツ キ ダニ な

ど に み られ る よ うに安 定 した砂 丘 に分 布 して い た

(個体数)

600

個 体 数

有機物量
(有機物量)

(%)

500 50

400 ノ、、、
,、 、

40

'
,
,
ノ

300
ノ
ノ 30

!
ノ
,

,
200 , 20

ノ
,
ノ
,
,

100 ノ 10

ノ
'

ノ
1

鴨q嚇 ノ「亀鯛馳
軸1

0

ABCDEF

0

図5.各 地点のササラダニの個体数 と土壌中

の有機物量

表5.サ サ ラダニ類の地点別分布

鰍個

○
◎
○
○
○

○
◎
○

○
○

○
○

○
◎
◎
◎
○
◎

○

○

◎

F

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

E

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

D

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

C

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

B

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

A

十

十

十

名和

礎

瞥

∴

偏

仁
二
樋

遭

種

二

∵

環

鵜

雛

藤
灘
満へ
糊

擁

灘鵬
総
翻

エ

ツ

ヤ

モ

チ

ザ

エ

キ

ヒ

ウ

ホ

コ

ヤ
ハ

ヘ

オ

コ

ク

ナ

ト

ヨ

ナ

カ

エ

ネ

カ

マ

オ

ヒ

ヨ

ッ

マ

マ

ヒ

ヤ

ッ

タ

ハ

ケ

サ

ダ

群

I

U

W

W

W

W

W

㎜

m

㎜

皿

皿

W

W

W

W

W

V

V

V

V

V

W

W

W

W

W

W

V

V

W

W

W

M

W

W

W

W

W

W

※

(◎:多 い ○:普 通 :ま れ)

写 真1.ラ ウ ピエ ー ル コ イタダニ 写 真2. ツ ブ ダ ニ科 の 一 種 写 真3. ジ ュ ズ ダニ科 の 一 種
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図6.Zンgoγ ∫6α観 α1α 諭eγ ゴTrav'e 図7.SchθJoγ ∫δαZe5彪 吻esKoch 図8.Ce剛02eεe〃 α 珈e剛oγ ∫αAoki

図9.Liacaridaesp. 図10.Oppiidaesp. 図11.Hα 観観eγ ぬcα ηα鹿 ηsお2

図12.0γ 必 α置π1∫dαe、sp-nymph 図13.Pelopidaesp-nymph 図14.不 明 一nymph
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もの をIV群 と した 。 ツ ブ ダニ 科 の3種(ナ ミッ ブ

ダニ ・ トウ キ ョウ ツ ブ ダニ ・ヨ ス ジ ツ ブ ダ ニ)と

ク ワ ガ タ ダニ ・ナ ギ ナ タマ ドダ ニ の5種 は 、砂 丘

か ら海 岸 林 へ と ま た が っ た 分 布 をみ せ た の でV群

と し、 ヒ ワ ダニ モ ドキ に み ら れ るよ うに海 岸 林 だ

け に分 布 す る もの をVI群 と した。 ダ ルマ ヒ ワ ダニ

科 の もの はH群 と同 じ く広 い分 布 を して い た が 、

種 の 同 定 が困 難 だ っ た(5種 以 上 を含 む と思 わ れ

た 。)ため参 考 に と ど め た 。 こ れ らの地 点 別 分 布 の

特 徴 を種 別 に 、 よ り くわ し く分 折 した の が図15で

あ る。 こ の図 で は 、 種 毎 に採 集 され た地 点 別 の割

合 を示 して い る。 この 分 折 の 結 果 、 エ ンマ ダ ニ科

の1種 は1群 で あ る が、B地 点 に 多 く採 集 され た 。

ッ ブ ダニ 科 の1種 はII群 で 全 体 に分 布 す る が海 岸

林 のE・F地 点 には 少 な か った 。 キ ュ ウ ジ ョウ コ

バ ネ ダニ は 皿群 で 、C地 点 が 特 に 多 か った 。 エ ン

マ ダニ はIV群 だ がB地 点 に 多 か っ た 。 ク ワ ガ タ ダ

ニ ・ナ ミツ ブ ダニ ・ナ ギ ナ タマ ドダ ニ はV群 で 、

砂 丘 か ら海 岸 林 へ と ま た が っ た 分 布 を示 す が、 一

様 に林 内 のF地 点 が 多 い。 ヒ ワ ダ ニ モ ドキ は 班 群

で 、 その 分 類 の基 準 ど う りほ と ん ど が林 内 のF地

点 で 採 集 され た。 今 あ げ た8種 以 外 に も い くつ か

の特 徴 を も っ た種 も あ っ た が 、 今 回 の 調査 で は優

占種 と植 生 との 関連 は 、 あ ま りは っ き りせ ず 、 地

点 別 分 布 の 主 な要 因 は 不 明 で あ る。

後 の 調 査 で は 、 さ ら に く わ しい環 境 調査 を して 、

ダニ 相 や季 節 的 消 長 と比較 して み た い。 そ して 、

今 回 は主 に 第 一 層 だ け の 調査 だ っ た の で 、 今後 は

第2層 も サ ン プ リ ン グ して 、 ダ ニ類 の 深 度 分 布 に

つ い て も調 べ て み た い。 そ して新 し く、 羅 臼 岳(

1661m)で ダニ 類 の 垂 直 分 布 の 調査 も計 画 中 で あ

る。 この ダニ 類 の 調 査 研 究 を進 め る に あ た り、 知

床 博 物 館 学 芸 員 中 川 元 氏 には 、Tullgren装 置 の

設 計 、 調 査 方 法 及 び ダ ニ類 の 同 定 、 参 考 文 献 に い

た る まで 幅 広 い御 助 言 、御 協 力 を い た だ い た。 こ

こ に厚 く御 礼 申 し上 げ ま す 。

追 記

こ の論 文 を ま と め た 後 、 サ サ ラ ダニ研 究 家 で釧

路 刑 務 所 刑 務 官 の大 西 純 氏 に同 定 そ の 他 の 目的

で お会 い し、 不 明種 の い くつ か を同 定 して い た だ

い た所 、 そ の 中 に コ イ タ ダ ニ科 の 一 種 のLarba(

幼 体)及 びNymph(若 虫)(図12)や エ ンマ ダ ニ 科

の 一 種 のNymph(図13)、 ク ワ ガ タ ダニ科 の 一 種

のNymphな ど が 含 ま れ て い た こ とが わ か っ た 。

また 、 エ ンマ ダニ 科 の1種 がHameriacanaden-

sisあ っ た こ と も加 え て 報 告 す る。 大 西 純 氏 に

は 、 同 定 や 文 献 で 多大 な 御 指 導 をい た だ き、 この

場 をか りて厚 く御 礼 申 し上 げ ま す 。

3.お わ り に

今 回 の 調査 で は 、 ダニ 類 の 生 活 環 境 と して植 生

・土壌 の 有 機 物 量 と団 粒 構 成 ・地 温 な ど を調 べ 、

ダ ニ相 や 季 節 的 消 長 と比 較 した が、 どれ にっ いて

も は っ き り した事 は い えず に終 っ て しま っ た。 今

〔群〕IIIIHIv

〔種名〕 エンマダニ科の 一種 ツブダニ科の一一種 キョウジョウコバネダニ エ ンマ ダニ

〔総:f固体数〕122395314

VVVVI

クワガタダニ ナミツブダニ ナギナタマドダニ ヒワダニモドキ

349338ユ0

100

0

図15.種 類別にみた地点別分布
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研究課題 皿 砂丘 ・砂浜植物の群落調査

1.調 査 方 法

A.調 査 地

調 査 は研 究 課 題1と 同 じ場 所 で 行 っ た。 前 年 の

帯 状 分布 調 査(斜 里 高 校 生物 部 、1982)と ほ ぼ 同

じ場 所 で あ る。

B.調 査 日

調 査 日は 第1回 は初 夏 の6月17日 ～18日 、 第2

回 は盛 夏 の7月24日 、 第3回 は 初 秋 の8月21日 で

あ る。3回 と も同 一 コ ドラ ー ト内 を測 定 調 査 した。

C.方 形 わ くの 設 定 と測 定

6月17日 に1m×lmわ くの コ ドラ ー トを設 定

した(図16)。 汀 線 よ り内 陸 に 向 け て垂 直 に1本 の

ラ イ ン を取 っ た。40m地 点 まで は ラ イ ン ぞ い に植

物 が 生 育 して い な か っ た の で裸 地 と み な した 。 こ

の付 近 の地 形 は前 年 と異 な り、 冬 の波 浪 に よ っ て

砂 丘 が けず り と られ た の か 、40m地 点 に高 さ2m

の が け がで きて い た 。 こ の40m地 点 を基 点 と し内

陸 の 海 岸 林 に向 け て 第2段 丘 の ピ ー クで あ る80m

地 点 まで を調 査 区 間 と した。 この 調 査 区 間 に 、前

年 の調 査 で わ か っ た 帯 状 分 布 の群 落 構造 を参 考 に

群 落 の特 徴 が 明 瞭 な と こ ろ を選 び 、Nα1～NQ10の

調 査 わ く を設 定 し、 四 方 に くい を打 ち、 周 囲 を テ

ー プ で 囲 み1㎡ の コ ドラ ー トと し た
。

調 査 用 具 は50mの 巻 尺1個 、2mの コ ンベ ッ ク

ス2個 、 画 板 及 び 調査 カ ー ドを2組 も ちい て方 形

わ く内 の 測 定 を行 った 。

測 定 の 方 法 は 方 形 わ く内 に あ ら わ れ る全植 物 の

地 面 を覆 う部 分 を調査 カ ー ドに図 示 法 で 記録 し、

そ の面 積 の 割 合 をペ ンフ ァウ ン ド ・ハ ワー ド法 に

よ る被 度(被 度 記 号:4、3、2、1、1～ 十)

に よ って 示 した 。 さ らに、 種 ご と に方 形 わ く内 で

最 も高 い草 丈 の 自然 高 をは か り、 そ れ ぞ れ の 植 物

の 季 節 周 期(S:発 芽 期 ・幼 苗 期 、V:生 長 期 、

Fl:開 花 期 、Fr:結 実期)と 方 形 わ く内 全 体 の植

被 率 を求 め 、 こ れ ら を調査 カ ー ドに記 録 した 。

さ ら に 、各 植 物 の 生 育 型(e、1、p、t、r、pr、b)

に つ いて 観 察 記 録 した。

小

高木群落(海 岸林)一

道:

エ ソイタヤ ミ ス ナ ラ

マ イヅルソウ クマ イザサ

lPハ マニガナ{2}ハ マニンニク{31エ ソノコウホウムキ{4}キ バナノカワラマ ツパ6)ハ マナス{6)ナ ワシロイチゴ{7)ヒ メイズイ{8)ナ ガバグサ

(91ワ ラ ビ 〔10}ツルウメモ ドキ 〔IDマイヅルソウ{12)キ ンミズヒキ{13)エ ソイタヤ α4)クマ イザサ(15}ミ ズナラ

図16.斜 里以久科原生花園における帯状分布
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表6. 調査結果 (3回 の測定の平均値 被度/草 丈)

方形区(Nω 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

植被率(%) 70 80 95 100 100 100 100 100 100 100

被 度
ハ マ ナ ス

4/26
ナ ワ シロ イ チ ゴ

4/54
ナ ガ パ グ サ

4/45
ナ ガ パ グ サ

4/39

エ ゾ イ タ ヤ

4/400
ミ ズ ナ ラ

4/300

4
マ イ ヅ ル ソ ウ

4/14

ハ マ ニ ン ニ ク ヒ メ イ ズ イ ナ ガ パ グ サ ハ マ ナ ス

3/101 3.33/23 3.67/37 3//93

ワ ラ ビ
3.33/92

ハ マ ニ ガ ナ

2/3

ハ マ ニ ン ニ ク

2.33/84
エゾノコウボウムギ

2/25

ハ マ ニ ン ニ ク
2.33/110

キ バ ナ ノ カ ワ ラ
マ ツバ2/74

ヒロ バ クサ フ ジ
2.67/31

ツル ウ メ モ ドキ
2.33/45

ハ マ ナ ス

ナ ワ シロ イチ ゴ
2.67/61

ヒ メ イ ズ イ
2.33/25

ワ ラ ビ
2.33/88

カ セ ン ソ ウ
2/76

キバ ナ ノ カ ワ ラ

キ ン ミ ズ ヒ キ
2.67/47

ク マ イ ザ サ
2/56

2/76 マ ツバ2/58
ヒ メ イ ズ イ

2/67

エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ハ マ エ ン ド ウ ア キ ノ ノ ゲ'シ ア キ ノ ヒ ロハ ク サ フ ジ エ ゾ ヨ モ ギ ワ ラ ビ オ オ ヤ マ フ ス マ ワ ラ ビ エ ゾ ヨ モ ギ

ムギ 1.33/21 1/70 キ リ ン ソ ウ 1.67/73 1/60 1.67/81 1.67/17 1.01/75 1.35/61
L67/17 1/51

ノ コ ギ リ ソ ウ

ハ マ フ ウ ロ ウ

L33/46
ヒ ロハ クサ フ ジ

1/57

エ ゾ ス カ シユ リ

1.33/40

ベ ニ バ ナ ヒ ョ ウ
タ ンボ ク

1/43 ア キ カ ラ マ ツ ハ マ ナ ス 1.07/41
1/80 1/65 エ ゾ ノバ ツコ ヤ

キ バ ナ ノ カ ワ ラ ク マ イ ザ サ ナギ
マ ツバ1/64 1/42 1.00/133

ツ ル ウ メ モ ドキ
1/42

ヒロ ハ クサ フ ジ
1/33

ハ マ ボ ウ フ ウ エ ゾノコウボウムギ エ ゾ ノ コ ウボ ウ ハ マ ニ ン ニ ク アキ ノキ リ ン ソ ハ マ ニ ン ニ ク ヤ ナ ギ タ ンポ ポ オ オ ア マ ドコロ イ ヌ エ ン ジ ュ

1/6 0.73/38 ム ギ0.73/26 0.73/81 ウ0.73/58 0.73/70 0.68/36 0.73/53 0.47/120
ハ マ ニ ガ ナ ハ マ エ ン ド ウ ハ マ エ ン ド ウ ム ラサ キ ベ ン ケ エ ゾ ノ カ ワ ラ ナ キ バ ナ ノ カ ワ ラ エ ゾ ノ カ ワ ラナ ト ク サ ハ ル ニ レ

0.47/4 0.73/28 0.73/25 イ ソ ウ
一、、、

ア ン コ

、マ ツ ノミ 一"、ア
ン コ 0.73/47 1/84

シ ロ ヨ モ ギ キ バ ナ ノ カ ワ ラ 0.73/37 0.47/20 0.47/64 0.47/30 エ ゾ ヨ モ ギ ハ マ オ トコ ヨモ

0.73/24 マ ツバ1/41 ナ ガ パ グ サ キ バ ナ ノ カ ワ ラ エ ゾ ス カ シユ リ ス ス キ 0.73/43 ギ1/42
ウ ン ラ ン 0.73/26 マ ツ バ1/44 0.41/56 0.35/35 ツ リガ ネニ ン ジ

0.47/10 エ ゾ ス カ シ ユ リ ヤ ナ ギ タ ンポ ポ ン0.41/39

ナ ガ パ グ サ 1/34 1/70 エ ゾ コ ウ ボ ウ

0.41/60 0.4/22
ノ コ ギ リ ソ ウ ミ ズ ナ ラ

1/39 1/400
アキ ノキ リンソウ ベニバナヒョウタンボク

1/11 1/28
ハ マ ニ ガ ナ ハ マ フ ウ ロ

1/4.7 1/27

、

ハ マ ボ ウ フ ウ
+/2

オ カ ヒ ジ キ
+/1

シ ロ ヨ モ ギ
0.03/1

コ ウ ゾ リ ナ
0.09/15

エ ゾ ノ カ ワ ラ

ナ デ シ コ
+/37

エ ゾノカワラナデシコ

0.15/25

ナ ガ パ グ サ

0.09/34
ナ ミ キ ソ ウ

0.09/11
ウ ン ラ ン

ツ ル ウ メ モ ドキ
0.04/29

ナ ミ キ ソ ウ
0.03/32

ハ マ ハ タ ザ オ
0.01/7

オ オ ヤ マ フ ス マ

ナ ミ キ ソ ウ
0.15/37

ハ マ オ トコ ヨモ

ギ0.09/41
オ オ ヤ マ フ ス マ

0.09/20
ト ク サ

ツ ル ウ メ モ ドキ
0.13/24

ハ マ オ トコ ヨモ

ギ+/41
ト ク サ

0.03/39

ハ マ ニ ン ニ ク
0.07/21

ナ ミ キ ソ ウ
+/25

ト ク サ
0.03/22

エ ゾ ヨ モ ギ

ヒ ロ ハ クサ フ ジ
0.09/37

タ チ ツボ ス ミレ
0.09/11

ツ ル ウ メモ ドキ
0.01/6

エ ゾ コ ウ ボ ウ

0.07/4
ト ク サ

+/45
ツ リ ガ ネニ ン ジ
ン+/43"ス ス メ ノ

コ メ

0.09/9 0.Ol/5 0.04/43 0.01/11 +/18
十 ア キ ノ ノ ゲ'シ セ イ ヨ ウ タ ンポ ハ マ エ ン ド ウ

0.08/21 ポ0.01/2 0.03/16
エ ゾ タ ン ポ ポ ス ズ メ ノ ヤ リ

0.08/17 0.01/9
オオ ヤ マ フ ス マ

0.08/7
ハ マ ハ タ ザ オ

0.01//9

種 類 数 6 5 13 14 14 17 13 17 15 12

ー

勉
℃
ー



表7.ラ ウンケアの生活型 と生育型

生育型生活型
直 立 型(e) つ る 型(の ほふ く型(P) そ う生 型(t) ロゼ ット型(r) 部分的ロゼット型(pr) 分 枝 型(b)

多 肉 植 物(S)

着 生 植 物(E)

大型地上植物(MM)

エ ゾ イ タ ヤ

小型地上植物(M)
ミズ ナ ラ

イ ヌエ ンジ ュ
エゾ ノバ ッコヤナギ

クマ イザ サ ッル ウメモ ドキ ナ ワ シロイチ ゴ ハ マ ナ ス

微小地上植物(N) ベニバナヒョウタンボク

ノ、ル ニ レ

地 表 植 物(Ch)

ハ マ ニ ン ニ ク ナガパ グサ エ ゾ タ ンポ ポ ハ マ ハ タ ザ オ ハ マ フ ウ ロ

シ ロ ヨモ ギ
、

ス ズ メ ノヤ リ セ イ ヨウ タ ンホ ホ ア キ カ ラマ ツ
キバナノカワラマッバ ス ス キ タチツボ ス ミレ

接 地(半 地中) ノ コ ギ リ ソ ウ ス ズ メ ノ コ メ

植 物(H)
アキノキ リンソウ
エゾカワラナデシコ

(コ メ ガ ヤ)

ナ ミキ ソ ウ
オオヤマ ノフスマ
ムラサキベンケイソウ

エ ゾ ヨモ ギ
ハマオ トコヨモギ

カセ ン ソ ウ

ツリガネニンジン

キ ン ミズ ヒ キ
エ ゾ コ ウボ ウ

ハ マ ボ ウ フ ウ ハ マ エ ン ドウ ハ マ ニ ガナ エ ゾ ノ

ウ ン ラ ン ヒロバ クサ フ ジ コ ウ ボ ウ ム ギ

地 中(土 中) ヒ メ イ ズ イ
、

ワ ラ ビ
植 物(G) ト ク サ

エ ゾス カシユ リ

ヤ ナギ タ ンポポ
オ オアマ ドコ ロ
マ イヅ ル ソ ウ

水 湿 植 物(HH)

1な いし2年植物(Th) ア キ ノ ノゲ シ オ カ ヒ ジキ コ ウ ゾ リ ナ

2.調 査 結 果 と考 察

季 節 に よ る優 占種 の 違 い をみ る と 、 ワ ラ ビ を除

い て他 の植 物 は6月 ～8月 に か け て の被 度 の 大 き

な違 い は な か っ た。 た だ キバ ナ ノ カ ワ ラマ ツバ な

ど枯 れ か か っ て きた植 物 の被 度 を どの よ うに測 定

す るの か 疑 問(非 光 合 成 の個 体 は省 くべ きだ っ た

が)も あ った が 、地 面 を覆 っ て い る もの と して扱

っ た 。3回 の 調 査 にお い て被 度 の 大 きな 変 化 が な

か っ た こ と か ら、方 形 わ く ご と に3回 の 調査 測 定

され た被 度 、 草 丈 、植 被 率 の そ れ ぞ れ の平 均 値 を

求 め 、群 落構 成 をあ ら わ した 。(表6)

この 調査 で10方 形 区 に出 現 し た植 物 は27科51種

で あ っ た 。 さ らに これ ら の植 物 を ラ ウ ンケ アの 生

活 型(S、E、MM、N、Ch、H、G、HH、Th)及 び

生 育 型 につ い て調 べ た の が表7で あ る。 ラ ウ ンケ

ア の 生 活 型 につ い て は 独 自 の観 察 も した が 、 宮 脇

昭(1973)に 頼 る と こ ろ が大 で あ っ た 。

先 に述 べ た 汀 線 よ り40m地 点 か ら前 の け ず り と

られ た部 分 は 、前 年 の 調 査 か ら不 安 定 帯 に生 じ る

オ カ ヒ ジキ 群 落 と考 え られ る。 ま た 汀線 か ら40m
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の ラ イ ン を裸 地 とみ な した が 、 波 う ち ぎ わ の打 ち

あ げ ら れ た ゴ ミの 有 機 物 付 近 よ り、 ハ マ ニ ンニ ク

群 落 の 前 面 ま で ア カザ 科 の オ カ ヒ ジキ(Th-p)

が斑 点状 に生 育 して い る こ と を観 察 確 認 している。

Nα1方 形 区 の植 被 率 は70%で あ り被 度 の 優 占種

は ハ マ ニ ンニ ク(H-e)、 次 にハ マ ニ ガ ナ(G-P)

で あ った 。Nα2方 形 区 の植 被 率 は80%で あ り優 占

種 は ハ マ ニ ンニ ク と変 わ らず 、 次 に エ ゾ ノ コ ウ ボ

ウ ム ギ(G-t)が み られ た 。NQ3方 形 区 の 植 被 率

は95%と 増 え同 じ くハ マ ニ ンニ クが優 占 して 、 次

に は キ バ ナ ノ カ ワ ラマ ツバ(H-e)の 被 度 が 高 か

っ た 。Nα1か らNα3の 方 形 区 に お・け る生 活 型 の割

合(表8)を み る と、 接 地 植 物 が46.7%、 地 中植

物 が33.3%で 、 この2種 で 大 半 を しめ て い るが オ

カ ヒ ジ キ な どの1年 生 植 物 も20.0%み ら れ る。 生

育 型(表9)は 直 立 型 が60.0%で 、次 に は ほ ふ く

型 の ハ マ ニ ガ ナ 、 そ う生 型 の エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム ギ

が み ら れ る の が 特 徴 で あ る。 以 上 の こ と か らNα1

～Nσ3の 方 形 区 は 多年 草 の イ ネ科 植 物 で あ るハ マ

ニ ンニ ク の群 落 と い え る。 さ らに イ ネ科 型 に似 る
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表8.群 落 に お け る ラ ウ ン ケ ア の 生 活 形(%)

生活形

方形区
S E MM M N Ch H G HH Th

Nα1～3 46.7 33.3 20.0

Nα4～8 12.1 57.6 27.3 3.0

Nα9～10 19.0 19.0 38.1 23.8

計 7.8 11.8 49.0 25.5 5.9

表9.群 落 における生育形 (%)

生育形

方形区
e 4 P t r P「 b

Nα1～3 60.0 6.7 13.3 13.3 6.7

No.4～8 57.6 9.1 3.0 12.1 6.1 3.0 9.1

No.9～10 76.2 9.5 4.8 4.8 4.8

計 62.7 5.9 5.9 9.8

璽

5.8 3.9 5.9

カヤ ツ リ グサ科 の エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ムギ な どが ハ マ

ニ ンニ ク と混 生 して い るの が特 徴 で あ る。

NQ4方 形 区 の植 被 率 は100%(こ れ以 降 の植 被 率

は す べ て100%で あ る)で あ り優 占種 は 低 木 の ハ マ

ナ ス(N-b)で あ っ た 。Nσ5方 形 区 の 優 占種 は ほ

ふ く生 低 木 の ナ ワ シ ロ イ チ ゴ(N-p)、 次 に ヒ メ イ

ズ イ(G-e)が み られ た 。Nα6方 形 区 は ナ ガパ グ

サ(H-t)、 ワ ラ ビ(G-e)の 被 度 が 高 く、つ る生 低

木 の ツ ル ウ メモ ドキ(N一 の がみ られ て い る。Nα

7方 形 区 もナ ガパ グ サ が優 占 して い た が 、次 に低

木 の ハ マ ナ ス 、 ナ ワ シ ロ イチ ゴ が っ つ い て い た。

Nσ8方 形 区 の優 占種 も ナ ガパ グサ が 変 わ らず 、 ワ

ラ ビ 、 カ セ ン ソ ウ な どが 次 い で い た 。 生 活 型 の特

徴 は 接 地 植 物 、地 中 植 物 が 全 体 の 大部 分 を 占め て

い る こ と で あ る が、 こ こで は 新 た にハ マ ナ ス、 ナ

ワ シ ロ イ チ ゴ 、 ツ ル ウ メモ ドキ の微 小 地 一L植物 も

12.1%み られ た 。 生 育 型 は 直 立 型 が57.6%を 占め

て い る が 、 全 生 育 型 の植 物 が み られ る こ とが特 徴

と い え る。 以 上 の こ と か らNQ4方 形 区 は ハ マ ナ ス、

Nσ5は ナ ワ シ ロ イチ ゴ 、Nσ6～No8は ナ ガ パ グサ

が そ れ ぞ れ優 占 して お り、 ま た 、Nα6方 形 区 以 降

に も低 木 類 の ハ マ ナ ス 、 ナ ワ シロ イチ ゴ 、 ツ ル ウ

メモ ドキ な どが 混 在 して お り、NQ4～NQ6方 形 区

は 低 木 を主 と した 群 落 及 び 海 岸 草 原 の 特 徴 を示 し

て い た。 植 被 率 は100%で 、 各 方 形 区 内 の植 物 種

類 数 もNσ6、8で は最 高 の17種 が か ぞ え られ た 。

Nα9方 形 区 で は エ ゾ イ タヤ(M-e)、 林 床 には マ

イヅ ル ソ ウ(G-e)が 優 占 し て い た。Nσ10方 形 区

で は ミズ ナ ラ(M-e)、 林 床 に は クマ イザ サ(N-

e)が 優 占 して い た 。Nσ9～Nα10の 生 活 型 は 落 葉 広

葉 樹 で あ るエ ゾ イ タヤ 、 ミズ ナ ラの 小 型 地 上植 物

(エ ゾ イ タヤ 、 ミズ ナ ラは 高 木 で あ る が海 岸 の 風

の 影 響 に よ り、樹 高 の低 い風 衝 林 と な っ て いた)、

クマ イ ザ サ な どの微 小 地 上 植 物 が み られ た こ と が

特 徴 と い え る。 生 育 型 の 特 徴 は直 立 型 が76.2%と

大 半 を 占め 、 他 の生 育 型 は少 くな っ て い た こ と が

あ げ られ る。 以 上 の こ と よ りNα9～Nα10方 形 区 は

高 木 の エ ゾ イ タヤ 、 ミズナ ラ が優 占す る海 岸 林 を

な して い た 。

この よ う に斜 里 以 久科 原 生 花 園 で み られ る植 物

群 落 は 、 汀 線 か ら内陸 に向 か い1年 生 を主 と した

群 落(オ カ ヒ ジキ)→ 多年 草 を主 と した群 落(ハ

マ ニ ンニ ク、 エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム ギ)→ 低 木 を主 と

した群 落(ハ マ ナ ス、 ナ ワ シロ イチ ゴ 、 ツ ル ウ メ

モ ドキ)→ 高 木 を主 と した群 落 構 造(エ ゾ イ タヤ 、

ミズ ナ ラ)と 帯 状 分 布 して い る こ と が観 察 さ れ た 。

最 後 に 汀線 か ら内陸 に向 か う群 落 の 模 式 図 を図16

に示 した 。

3.お わ り に

植 生 の 群 落 調 査 で 、 方 形 わ く内 の 各 植 物 の 個 体

数 を数 え密 度 を求 め た が、 実 際 に調 査 して み る と

個 体 性 が は っ き り と し な く、 不 十 分 に終 っ た。 た

と え ば 、 ハ マ ニ ガナ は ほふ く茎 が 砂 に う も れ て長

く伸 び て い て 、 どこ まで を1個 体 とみ な して い い

の か難 し か っ た 。 ハ マ ニ ンニ ク、 エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ

ムギ は地 下 部 で連 な っ て い て も、地 上 茎 が 直 立 す

る た め1株 と数 えた 。 しか しナ ガ パ グサ は 低 木 の

下 で芝 状 と な り、地 上 茎 が で て こ な い個 体 が あ る

と1株 と も数 えれ な か っ た。 また ハ マ ナ ス群 落 の

調 査 で は 、 地 中 に走 出 す る枝 を伸 ば して 繁 殖 す る

の で 、 ど こ で1本 の低 木 な の か 判 断 が つ き に くか

っ た。 この よ う に、個 体 性 の は っ き り し な い植 物

が あ り、 調査 デ ー タ と して整 理 で きな か った 。

こ の2年 間 の植 生 調査 は帯 状 分 布 に つ い て調 査

を し た が 、 海 浜 植 物 の 最 大 の 環 境 圧 は 、 波 と風 に

よ る砂 の 移 動 で あ る と い わ れ て い る(延 原1980)

今 後 の調 査 研 究 で は 、 この 砂 の 移 動 と砂 の 堆 積 に
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